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2ようこそ
私たちはあなたを歓迎し、私たちの製品に信頼を寄せていた
だいていることに感謝します。

このハーネスができるまでの過程での興奮と情熱をお伝えし
たいと思います。XCアドベンチャーを最大限に活用し、競技
を始めたいパイロットのために設計された高性能ハーネスで
す。

" ”偉大なことを実現するためには、小さ
な積み重ねが大切" ”

本書は取扱説明書ですので、よくお読みになることをおすすめ
します。

The NIVIUK Team
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HAWK
MILE HUNTER
本書では、新しいハーネスの主な特性について、必要な情報
を記載しています。

本書は情報を提供するものであり、この種のハーネスを操縦
するために必要なトレーニングを提供するものではありませ
ん。トレーニングは 認定されたパラグライディングスクール
で行われます。
各国には独自のライセンス制度があります。パイロットの能
力を判断できるのは、各国の航空当局のみです。詳細につい
ては、弊社のウェブサイト https://www.niviuk.com をご覧く
ださい。
このマニュアルに記載されている情報は、飛行中の不都合な
状況や潜在的な危険に対して警告するためのものです。ま
た、新しいHAWKのマニュアルをよく読んでいただくことが
重要です。 
この機器を誤って使用すると、パイロットに重傷または回復
不能な損傷を与え、死に至ることもあります。製造者や販売
者は、装置の誤用について責任を負いません。機器を正しく
使用することは、パイロットの責任です。
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バックポケット

コックピット

サイドポケット ケーブルアクセス

マグネット式
開口部

スピードラインホール

カラビナ

カバーレッグ

4L 収納ポケット

レスキューハンドル

5一般的な特性
ハーネスの概要



エルゴノミック
着脱式シートボード 

(250 g)

バックポケット

レスキューコンパートメント

バラストポケット 

プロテクションフォーム 

3D-モデル
シート

以下のリンクで、ハーネスのすべての機能と設定を確認できます 
https://www.youtube.com/watch?v=fi1BagcPapg
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スピードバー

ポッド

ショルダーストラップ 

チェストストラップ 7



スペック表

体重と身長からのサイズ（目安）

テクニカルデータ

S M L XL

3,7 kg 3,8 kg 4 kg 4,4 kg

150-170 cm 165-178 cm 175-187 cm 182-200 cm

60 cm 60 cm 64,5 cm 69 cm

31 cm 31 cm 33 cm 36 cm

47 cm 47 cm 50 cm 54 cm

6 L 6 L 7 L 8 L

3 L 3 L 4 L 5 L

34-43 cm 34-43 cm 36-46 cm 36-46 cm

120 kg 120 kg 120 kg 120 kg

EN/LTF EN/LTF EN/LTF EN/LTF

To be tried on (it 
depends on the back 

and leg length)

Weight (kg)

Weight (IB)

H
ei

gh
t 

(c
m

)
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重量

身長

背面長

座面サイズ (幅)

座面サイズ(長さ)

バラストの容積

コックピット容量

カラビナ間隔

最大荷重

認証



対象者
HAWKは、クロスカントリーフライトを上達させるための
Niviukのハーネスです。
クロスカントリーフライトのためのハーネスです。クロスカ
ントリーの世界に飛び込みたいパイロットに理想的なハーネ
スです。安定感があり、快適で軽いハーネスは、特に毎日の
ロングフライトのために設計されています。
フライトごとにパイロットの身体に馴染みやすく、高い快適
性と優れた操縦性を実現しました。

快適性を追求したデザイン  

HAWKのフレームは最適化されており、それぞれのパイロッ
トの体型に合わせることができます。フライトのあらゆる場
面で安定性を保証し、快適なフライトを実現します。

安全への取り組み

フライトの上達に自信を持ちたいパイロットのための、アク
セスしやすいハーネスです。安全性を高めるため、HAWKは
15cmのフォームバックプロテクターを装備し、ハードラン
ディング時の衝撃吸収に効果的です。また、2つのアタッチ
メントポイントを使い、チェストストラップとレッグループ
を接続するTロックシステムも搭載しています。使い勝手が
よく、安全性も抜群です。

軽さと堅牢さを両立

準軽量素材を使用し、Mサイズでわずか3.8kgと、このカテ
ゴリーで最も競争力のある重量を実現しています。耐久性に
優れ、持ち運びや梱包、収納が簡単なハーネスをぜひお試し
ください。
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デザインプロセス 
NIVIUKのチームは、広範囲で綿密な作業を行いました。様々
なプロトタイプのフライトテストの結果、特徴的な調整が行
われました。これらは、あらゆる飛行条件下でテストされま
した。革新的でモダンなハーネスの集中的な開発は、私たち
のチームの豊富な経験によって可能になったのです。NIVIUK
の製品はすべて、徹底した最終検査を受けています。
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開梱・組立
ハーネスの組み立て
初飛行の前に、ハングフレームを使用してハーネスの初期調整を行うことをお勧めします。

ハーネスをセットし、カラビナで吊るします。ハーネスに腰掛け、閉じます。ストラップを
使って、それぞれの好みに合わせて調節します。

体型に合わせてハーネスを調整するため、HAWKには使いやすい調整用ストラップが多数採用
されています。

ハーネスと翼の接続
HAWKには、ハーネスとパラグライダーを接続するためのカラビナが2つ付いています。右側の
カラビナは翼の右ライザーに接続され、どちらも緑色をしています。左側のカラビナは、左側
のライザーに接続され、両方とも赤色です。

ハーネスを調整する

パイロット・ポジション

HAWKは、パイロットの角度を調節することができます。この角度は、適切なストラッ
プを調整することで変化させることができます。

また、背中と肩のストラップの角度も調整可能です。
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ショルダーストラップ

ショルダーストラップの調節は、パイロットの身長によって異なります。最適な調節を行うに
は、チェストストラップとレッグループを閉じてまっすぐ座り、ショルダーストラップを左右対
称に調節します。

チェストストラップ

2つのカラビナの距離を調節するチェストストラップは、34～43cmの範囲で飛行中の調節が可能
です。（Mサイズの場合）

HAWKを使った最初のフライトでは、ストラップを真ん中の位置にセットし、徐々に自分のニー
ズに合ったオプションがフライト中に選択されるようにすることをお勧めします。最適な調節
は、HAWKでフライトするグライダーの種類によって異なります。チェストストラップをきつく
すると、グライダーはより安定した感じになります。しかし、ストラップを締めすぎると、「ね
じれ」効果が強まることがあります。カラビナ間の距離を広くとると、旋回能力が高まります。
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レッグループ

レッグループは、パイロットが離陸後に手を使わずに乗り降りできるように、正しく調整されて
いなければなりません。長さが合っていないと、飛行中に脚をハーネスに装着する際に問題や困
難が生じる可能性があります。立った状態でレッグループがまだ長すぎる場合は、チェストスト
ラップの下にある調整用ストラップを使い、きつすぎない程度にフィットするようにします。左
右対称であることを確認してください。レッグループを長くする必要がある場合は、まずショル
ダーストラップがきつくなりすぎていないか確認します。通常、レッグループの初期位置はあま
り調整する必要はありません。

ポッド

ポッド内側のサイドにあるコードで、パイロットの脚のサイズに合わせてポッドを調整するこ
とができます。パイロットがフライト中に快適に過ごせるように、ポッドを正しく調整するこ
とが重要です。初飛行の前にハングフレームで調節してください。Niviuk R+Dのパイロット
は、ポッドに入るときに引っかからないコツを教えてくれました：まず左足を入れ、次に右足
を入れる。ストラップを使い、お好みに合わせて調節してください。
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スピードバー

HAWKにはスピードバーが装着されています。スピードバーの長さは脚の位置によって異なるた
め、スピードバーを調整する前にハーネスを調整することが重要です。

初飛行の前にハングフレームを使用してスピードバーを調整します。

ハーネスを座らせて飛行姿勢を採用し、左右対称にコードを調整します。コードが短く設定され
ていると、スピードシステムに常にテンションがかかり、危険な状態になる可能性があります。
スピードバーは常に短く設定するよりも長く設定することが望ましいことを覚えておいてくださ
い。
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パラシュートの取り付け
パラシュートをハーネスに正しく装着するためのチュートリアルは、Youtubeチャンネルでご覧
いただけます: https://youtu.be/pSzJCEJwcyM

*注意：パラシュートは必ずコンテナの中に入れてください。コンテナへの収納がゆるいと、パラ
シュートがねじれたり、ラインやウェビングが正しく配置されず、パラシュートの展開が困難に
なったり、不可能になったりする可能性があります。

注意：お客様の安全は、パラシュートを正しく取り付けることにかかっています。この作業は慎
重に行う必要があるため、有資格者が行うことをお勧めします。

ポッドの交換
ハーネスの耐久性を確保するため、HAWKには取り外し可能なポッドが装備されています。交換
する際は、サイドのカラビナの下にあるジッパーを使用します。

ポッドを使った最初のフライトの前に、再度セットアップと調整を行う必要があります。これを
行うには、「ハーネスの調整」のセクションを参照してください。

また、ポッドを正しく設置するためのチュートリアルは、以下のYoutubeチャンネルでご覧いた
だけます: https://youtu.be/UhyJxCN-am0
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オプションのアクセサリー

バラスト
キャメルバック
ドリンクチューブ
おしっこチューブ

https://youtu.be/pSzJCEJwcyM
https://youtu.be/UhyJxCN-am0


インフライト
飛行前チェック
最大限の安全のために、毎回のフライト前
に、同じ順序で機器を徹底的にチェックして
ください。

以下をご確認ください:

ハーネスやカラビナにはフライトに影響を与
えるような目に見えるダメージはありませ
ん。

バックル、ストラップ、ジッパーがすべて接
続されている/閉じている。バックルを閉じる
と、カチッと音がするはずです（軽く引っ張
ると確認できます）。雪や砂の多い場所では
特に注意してください。

グライダーはハーネスに正しく接続され、両
方のカラビナはロック機構が閉じた状態で固
定されています。

すべてのポケットが適切に閉じられ、ハーネ
スからぶら下がっているものが固定されてい
る／取り付けられていること。

打ち上げ前に、チェストストラップとレッグ
ループが固定されていることを再度確認して
ください。
パラシュートコンテナが正しく閉じられてい
ること。

展開ハンドルはポケットに完全に挿入されて
います。
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17離陸
天候が自分の技量と経験レベルに適している
ことを確認してください。フライトすること
を決めたら、ハーネスを装着し、すべての
バックルが正しく閉まり、脚がレッグループ
に通されていることを確認してください。あ
なたの命がかかっています。

安全のため、離陸前には必ず飛行前点検と同
じ順序で点検してください。

注意：ハーネスに手を入れる必要がある場合
は、マウンテンリリーフに近づかないでくだ
さい。地形に近い場所では、常にブレーキに
手をかけておく必要があります。

ハーネスを装着する際に手を使う必要がある
場合は、ハングフレームを使ってハーネスを
調節してみてください。

ランディング
着地する前に、ハーネスの中で足を前に滑ら
せ、立位をとります。座ったままの姿勢で着
地すると、腰を痛めることがありますので、
絶対にしないでください。着地前に立つこと
は、バックプロテクターのパッシブシステム
に依存するよりもはるかに効果的な能動的安
全判断です。着地前にハーネスを調整する必
要はありません。脚をまっすぐに伸ばして立
ち姿勢になり、着陸の準備をするだけです。

水の上を飛んだり
水上着陸
注意：クロスカントリーフライトやSIVコー
スで水上を飛行する場合、パイロットは着水
の危険にさらされます。この状況は非常に危
険であり、SIVコースではライフジャケット
を着用してのフライトが必須となります。可
能な限りこのような状況を避けることをお勧
めします。

着水後、泡のバックプロテクターが浮き、
パイロットが水中に突き落とされる危険性
があります。このような事態を避けるた
め、パイロットはライフジャケットを着用
する必要があります。着水する前に バック
ルを外すことをお勧めします。

(安全性を損なわない範囲で）、溺れないよ
うに素早くハーネスから出るための十分な
時間を確保することをお勧めします。そう
すれば、より簡単に安全艇にたどり着くこ
とができます。

落水によりハーネスが濡れた場合は、プロ
テクターとハーネスを水から出して完全に
乾燥させる必要があります。

パラシュートも取り外す必要があります 。

完全に乾燥させる必要があります。乾燥し
た後、正しく梱包し正しく梱包し、ハーネ
スに装着する必要があります。

ハーネスに取り付ける必要があります。パ
ラシュートの取り付け」の項をご覧くださ
い。
「パラシュートの取り付け」の項をご覧く
ださい。

濡れたまま、または湿った状態で機器を保
管しないでください。
完全に乾くまでお待ちください。

リュックサックと 
パッキング
次のリンクでは、ハーネスの詳細と、グラ
イダーやフライト機材と一緒にバックパッ
クに収納する際の最適な方法をご覧いただ
けます。

https://www.youtube.com/
watch?v=ZehIaAGhCQ8



18フライトの種類
ウインチフライング
HAWKはウインチ発進に適しています。

ウインチリリースは、ライザーのメインカラビナによって取り付けられます。
主翼が取り付けられている部分。

タンデム
HAWKはタンデムでの使用は推奨していません。

その他
HAWKは曲技飛行やアクロ飛行のために設計されたものではなく、推奨するものでも
ありません。

私たちは、極端な飛行やアクロバット飛行を、標準的な飛行とは異なる操縦の形態とみ
なしています。曲芸飛行やアクロバット飛行を学ぶには、資格を持ったインストラク
ターの監督のもと、学校の環境下で、すべての安全/救助の要素が整った水上で行われ
る必要があります。



19お手入れとメンテナンス
メンテナンス
HAWKに使用されている素材は、最大限の耐久性を確保するために慎重に選ばれていま
す。衝撃、悪い離陸や着陸のたびに、ハーネスにダメージや激しい摩耗の兆候が見られた
ら、点検することをお勧めします。

ハーネスは2年に1度、認定工場で完全点検を受け、カラビナも2年に1度交換することをお
勧めします。

ハーネスの摩耗や損傷を防ぐには、地面や石、研磨面の上でハーネスを引きずらないよう
にすることが重要です。不必要に紫外線（太陽光）にさらさないでください。可能な限
り、ハーネスを湿気や熱から遠ざけてください。パラグライダー用品はすべて涼しく乾燥
した場所に保管し、決して濡れた状態で保管しないでください。

定期的にプラスチックブラシや湿った布で汚れを拭き取り、ハーネスをできる限り清潔に
保ってください。汚れがひどい場合は、水と中性洗剤で洗ってください。風通しの良い場
所で、直射日光を避けながら自然乾燥させてください。

保管
機器は、溶剤、燃料、油などのない、涼しく乾燥した場所に保管してください。

車のトランクの中に道具を放置しないでください。リュックサックは60℃に達することがあ
ります。

装置の上に重りを乗せないでください。

ハーネスをバックパックに収納する際は、変形しないように注意してください。湿ったま
ま保管しないでください。洗浄には洗剤を使用しないでください。ハーネスは風通しの良
い場所で乾かしてください。パラシュートが濡れた場合（水に落ちた場合など）、ハーネ
スから外し、乾かしてから容器に戻してください。

ハーネス部品の修理や交換は、製造元または認定された担当者のみが行うことをお勧めし
ます。製造元と認定された専門家のみが、ハーネスの正しい機能を保証するための材料と
技術を使用し、その認定に従って行います。



20点検・検査
HAWKは日常点検、飛行前点検に加え、パラシュートリパック時（通常1年に1回）に徹
底した点検を行う必要があります。また、衝撃を与えたり、離陸や着陸がうまくいかな
かったり、破損や磨耗の兆候が見られたりした場合は、その都度点検を行う必要があり
ます。

2年ごと、または飛行時間100時間ごと（いずれか早い方）に、認定工場でハーネスを点
検する必要があります。

疑問があれば、専門家にご相談ください。以上が必要な検査です。

ウェビングやバックルに損傷がないか、特にアタッチメントポイントのウェビングの内
側、カラビナがかかっている部分など、目につきにくい部分を点検してください。

縫い目はすべて無傷でなければならず、損傷があれば直ちに修理しなければなりませ
ん。

メインアルミニウムカラビナは、2年ごと、500飛行時間ごと、または損傷の兆候があ
る場合に交換する必要があります。衝撃は検知できないほどのダメージを与え、継続的
に負荷がかかると構造的な破損につながる可能性があります。



21リペア
HAWKの修理は、メーカーまたは認定された正規の担当者によってのみ行われることがあ
ります。これにより、最も適切な材料と正しい修理技術が適用されることが保証されま
す。

資格のない方は、ご自身でハーネスを修理しないでくださ い。

Niviuk サービス
Niviuk Serviceは、フライト機器のケアとメンテナンスに基づいた、質の高いサービスを
提供する当社の公式ワークショップです。長年にわたって培った知識、技術、手順によ
り、あらゆる飛行機器の修理が可能です。

私たちは、お客様が購入された製品の安全性と耐久性を保証するために、私たちの公式
ワークショップでサービスや修理を行います。

2年に一度は、専門家による機器の点検を受けることをお勧めします。

詳しくは、当社ホームページの「Niviuk Service」をご覧ください。
www.niviuk.com

製品登録について
Niviukウェブサイトの「MyNiviuk」コーナーに登録することで、その特典を享受すること
ができます。



22安全性と責任
パラグライダーによるフリーフライトは、安全性が実践者次第のハイリスクなスポーツであ
ることはよく知られています。

この機器の誤った使用は、パイロットの人生を変えるような重傷、あるいは死亡の原因とな
ることがあります。メーカーや販売店は、このスポーツに参加することによって生じる可能
性のあるお客様の判断、行動、事故に対して責任を負うことはできません。

この機器を使用するために適切な訓練を受けていない場合は、使用しないでください。フラ
イトインストラクターとして適切な資格を持っていない人からアドバイスを受けたり、非公
式のトレーニングを受けたりしないでください。

保証について
機器およびコンポーネントは、製造上の欠陥に対して2年間の保証が提供されます。

機器の誤使用は保証対象外です。

ハーネスやその構成部品を改造した場合、保証および認証は無効となります。

ハーネスに不具合を感じたら、すぐにNiviukに連絡して、より徹底的な点検をお願いします。



Paragliding Harness - EN

Inspection number : PH_327.2021
Manufacturer : Niviuk Gliders
Model and size : Hawk L
Maximum pilot weight [kg] : 120
Integrated container for rescue system: Yes
If Yes. Volume of the container [cm3] : 2'000 min 10'000 max
Serial number:
Production date (year / month) :

Harness protector (impact pad)
Impact pad type: Foam
Impact pad integrated: Yes
Impact pad number: MISC_192.2021
If not integrated : Manufacturer ……………………. Serial number: ………………………
Production date (year / month) :

BR | rev 02 | 21.11.2019 | ISO  94.23b

Warning : Read the operating manual before using this equipment! 

A sample has been tested and certifies its conformity with the following standard: EN1651:2018, EN12491:2015. This 
model corresponds with the tested sample and its airworthiness.

ARTIK 6

HOOK 6

IKUMA 2

HOOK 6 P

IKUMA 2 P PEAK 5 ICEPEAK 
X-ONE

適合

23組み合わせ
適合性

推奨

認証取得
製品ページで認証証明書をご覧いただけます。
www.niviuk.com/en/arrow
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